
 

 

News Release 

2023年 12月 19日 

報道関係者各位 

株式会社電算システムホールディングス 

（ 東証プライム／名証プレミア：4072 ） 

新決済プラットフォーム「PayLabo(ペイラボ)」による 
最新のデジタル決済インフラの提供開始 

株式会社電算システムホールディングス（本社：岐阜県岐阜市、代表取締役社長：小林 領
司 以下「電算システム HD」）のグループ会社である株式会社電算システム（本社：岐阜県
岐阜市、 代表取締役社長執行役員：高橋 譲太 以下「電算システム」）は、様々な決済メニ
ューをシンプルかつ安価な手数料にてワンストップ提供可能な「総合決済サービス」を開発
し、2024年 1月 23日より、新決済プラットフォーム「PayLabo(ペイラボ)」として提供開始
いたします。（※1）。 
※1 一部機能は、後日リリース予定 

 
１．背景と目的 
近年では新型コロナウイルス感染症拡大の影響、キャッシュレス消費の隆盛と相まって、オ

ンラインショッピングをはじめ食事・旅行・娯楽活動（エンタメ）デジタルコンテンツに至る
まで、人々の購買活動に関わるあらゆる事業領域において、進化するデジタル決済技術への適
応が求められ、Webやアプリからのオンライン決済を伴う EC 市場の規模拡大が見込まれる
(※2)一方、不正利用や情報管理に対する安全対策、法令遵守への対処は、事業者にとって年々
複雑化の一途を辿り、新たな認証技術やよりシームレスな購買体験を具現化するようなサービ
スは次々と創出され、購買行動や事業活動における資金決済の場面を塗り替え、刻々と変化し
ています。 
更に、2024 年以降、グローバルネットワークであるクレジットカードを取り巻く日本の環境

は、大きな変革期を迎えると予測され、我々、オンライン決済代行事業者もカード会社同様、
運営機能や安全性において、より一層のインフラ投資が欠かせないタイミングであると確信
し、先進的でグローバルなシステムを取り入れることといたしました。 
電算システム HD グループは、世界各国において金融サービスに生じる膨大な通信トラフィ

ックをクラウド環境にて安定的かつ高速な処理を実現する決済プロセシングベンダーである
NewNet Secure Transactions, Inc.(以下「NewNet」)との国内初の提携（※3）により、刻々
と厳格化が更新する国際セキュリティ基準に確実に準拠できる環境を整備、将来に渡り、安心
してご利用いただける決済ゲートウェイシステムを開発し、事業者が手軽に安価に様々なデジ
タル決済サービスを体験できる”LABO（実験室）”のような存在として活用いただき、常に最
新のシステム環境において安心してビジネスに専念いただきながら、新たな顧客体験価値創造
のお手伝いがしたい、という想いを込め、サービス名を「PayLabo(ペイラボ)」といたしまし
た。 
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※2 2022年 8 月に経済産業省が発表した「電子商取引に関する市場調査の結果(※)」によると、

BtoC-EC(消費者向け電子商取引)市場規模は 20.7 兆円(前年対比 7.35％増)、EC化率(物販系分

野での商取引市場規模に対する、電子商取引市場規模の割合)は 8.78％(前年対比 0.7 ポイント

増)いずれも増加傾向にあります。 

出典：https://www.meti.go.jp/press/2022/08/20220812005/20220812005.html 

※3 全世界で決済システムを提供する NewNet Secure Transactions, Inc.と 日本初の業務提携、

決済サービスをリニューアル。 

出典：https://pdf.irpocket.com/C4072/WYlc/UqG2/g408.pdf 

 
２．新決済プラットフォーム「PayLabo(ペイラボ)」の概要 
多種多様な決済事業者と個別に連携する場合、契約方法や技術的な接続仕様などが異なり、

それぞれに実装開発が必要になる場合があります。多様化するサービスや商品、ターゲット顧
客の利用傾向などを鑑みても、最適な決済メニューは日々変化し、適応が求められます。 
「PayLabo」はこれらの課題を解決すべく、最新決済メニューの柔軟な導入、選択を可能と

し、加盟店様は、ビジネス特性によって必要な決済サービスを取り揃えることで、サービス運
営により専念いただけるはずです。更に業界最安水準の一律手数料（3,6％～）にてご提供する
ことで、様々な決済メニュー毎の料率による差異・差分を意識することなくシンプルで低コス
トの事業運営に切り替えることが可能となります。 

 
 

 

https://www.meti.go.jp/press/2022/08/20220812005/20220812005.html
https://pdf.irpocket.com/C4072/WYlc/UqG2/g408.pdf
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３．「PayLabo(ペイラボ)」の強み 
国内初！SEONとの提携による最新鋭セキュリティソリューション 
「PayLabo」は、国内だけでなくグローバルな各種決済メニューや関連サービスとのインタ

ーフェイスにも柔軟に対応可能なフロントエンドの完全クラウド化を実現、同時に、最新のグ
ローバル安全基準に常時準拠することで、今後、想定される国内事業者に対する規制強化対応
を先進的なソリューションにて全面的にサポートします。 
日本クレジット協会によると、国内クレジットカード決済における不正使用は年々増え続

け、昨年は過去最悪の被害額となっており、特にオンライン決済を扱う事業者において、「ク
レマスアタック」を始めとする多様な不正利用への対策や、利用者の「なりすまし」を防ぐ
「多要素ログイン認証」といった対応を余儀なくされ、更なるコスト増加要因として危惧され
ています。 
「PayLabo」は、こういった安全対策においても一元的に事業者をサポートすべく、全世界

でサービス提供顧客 5,000 社以上を誇る、グローバルセキュリティベンダー「SEON 
Technologies Ltd.（本社：イギリス 代表：Tamás Kádár 以下「SEON」）」のサイバーセ
キュリティソリューションを日本で初めて OEM 採用し、身元確認、取引監視、デバイスフィ
ンガープリント、リスク評価など、複数の手法を組み合わせて、不正利用のリスクを総合的な
管理が可能となりました。基本的な不正検知サービスを無償提供するとともに、多様な不正対
策を簡素に導入できるオプションサービスを独自で取り揃え、安全面まで包括的にサポートで
きる総合決済ソリューションとして、事業者のビジネス環境を強力にバックアップ致します。 

 
４．「PayLabo(ペイラボ)」の拡大 
新たな BtoB決済事業に参入、企業間 DXをサポート 
電算システムは、「PayLabo」によって、最新鋭のクレジットカード決済システムを運営す

ることが可能となります。今後、国内で 1,000兆円超(※4)とされる巨大決済マーケット、企業
間取引におけるデジタル決済事業にも参入し、ITソリューション、決済サービスに数多くの企
業様を顧客やパートナーとして、接点を築いていた強みを活かし、「PayLabo」のプラットフ
ォーム上に「BPSP（Business Payment Solution Provider）」サービス「PayLabo for Biz
（仮）」を加え、企業間取引のデジタル決済を促進していきます。企業間取引に、法人カード
決済が普及しない背景には、決済手数料や決済メニューを追加するカード加盟企業のシステム
や運用の負荷といったいくつかの理由が挙げられますが、BPSP サービス「PayLabo for Biz
（仮）」はこれらの課題を解決できる新たな「決済代行」ビジネスであり、企業間デジタル決
済の起爆剤になる可能性を秘めています。 
また、企業間取引において欠くことの出来ない請求書送付作業は、電子化ツールが浸透、一

般化され、電子帳簿保存法の施行が更なる追い風になる一方で、その先にある「企業間決済」
は未だ銀行振込が主流であり、国内で 1,200 万枚発行されているとされる法人（クレジット）
カードの利用率は 1％未満に留まっているとされ、企業間取引において法人カードによるキャ
ッシュレス決済は、より浸透が見込まれる領域と期待されます。既に電算システムでは、法人
カード決済と親和性が見込める、各種サプライチェーン、飲食店予約サービス、不動産賃貸業
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といったパートナー企業と BtoB決済ビジネスのアライアンス協議を開始し、同サービスにお
ける潜在需要について確かな手応えを感じております。BtoC サービス「PayLabo」と併せ、
電算システムの新たなコアサービスとなるように積極的に取り組んでいきます。 

 
※4 令和４年度 「電子商取引に関する市場調査」より市場規模を推察 

出典 https://www.meti.go.jp/press/2023/08/20230831002/20230831002-1.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※5 一般社団法人日本クレジット協会 「2023 年クレジットカード発行枚数調査結果」参照 

※6 矢野経済研究所「2022 年版 クレジットカード市場の実態と展望」より推察 

 
5．今後の見通し 
電算システムは、これまでも払込票収納代行を中心に、数万社/数兆円に及ぶ取引を長期に渡

り安定的に稼働させてきた経験を生かし、今後更なる拡大が見込まれる BtoB決済やグローバ
ルマーケットなども見据え、最新の技術開発と万全の運用体制によって新たな顧客価値創出や
社会変革に挑戦し、より一層、社会の信頼に応えてまいります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.meti.go.jp/press/2023/08/20230831002/20230831002-1.pdf
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■ 会社概要 
株式会社電算システムホールディングス 
本社所在地 ：岐阜本社 岐阜県岐阜市日置江 1丁目 58番地 
   東京本社 東京都中央区八丁堀 2丁目 20番 8 号 八丁堀綜通ビル 
主な事業内容 ：情報サービス事業、収納代行サービス事業 
URL  ：https://www.ds-hd.co.jp/ 
 
株式会社電算システム 
本社所在地 ：岐阜本社 岐阜県岐阜市日置江 1丁目 58番地 
   東京本社 東京都中央区八丁堀 2丁目 20番 8 号 八丁堀綜通ビル 
主な事業内容 ：情報サービス事業、収納代行サービス事業 
URL  ：https://www.densan-s.co.jp/ 
 
NewNet Secure Transactions, Inc. 
本社所在地 ：245 Roosevelt Road, Building 15, Unit 124, 

West Chicago, IL 60185, USA 
主な事業内容  ：クラウド決済ソリューション事業 
URL  ：https://newnet.com/ 
 
SEON Technologies Ltd. 
本社所在地 ：55 Strand London WC2R 0LQ United Kingdom 
主な事業内容 ：インターネットセキュリティ事業 
URL  ：https://seon.io/ 

本リリースに関する問い合わせ先 
＜報道関係者様からのお問合せ先＞ 
株式会社電算システムホールディングス 
経営企画室 後藤 
電話 ：058-279-3456 
E-mail ：ds-hd@densan-s.co.jp 

＜製品・サービスに関するお問合せ先＞ 
株式会社電算システム 
EC 決済サービス事業部 松井 宮田 
電話  ： 03-3206-6556 
E-mail ：ec-nps@densan-s.co.jp  
URL  ：https://www.paylabo.net   
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